
 

募集中 

第 19 回機関紙・誌コンクールのご案内 
 
 

地方ＪＡＭや地協と単組の機関紙・誌の技術向上を目指して、第 19 回機関紙・誌コンクールを
実施します。 
 
(1) 応募対象組織の範囲 

地方ＪＡＭ、地協、構成組合、青年協・女性協、職場、ＯＢ・退職者の会など、ＪＡＭと 

その関係組織。 

地方ＪＡＭについては独立の部門とし、すべての地方ＪＡＭが必ず応募することとします。 
 

(2) 募 集 の 種 別 

① 機関紙＝新聞・小冊子 

② 機関誌＝雑誌・冊子 

③ ニュース・ビラ 

④ 地方ＪＡＭ部門 
 

(3) 発行物の対象となる時期 

2019 年１月から４月の発行物を原則とします。 

発行間隔の長いものは 2018 年４月以降のものとします。 
 

(4) 応 募 方 法 

① 機関紙（新聞・小冊子）は、 連続した３号分を１セット とし、 それを３セット 。 

② 機関誌（雑誌・冊子）は、次のいずれか。 

1)  連続した３号分を１セット とし、それを３セット。 

2) 発行間隔が年１回など長いものは同じ号を３冊、または３部。 

③ ニュース・ビラは、 連続した３号分を１セット とし、それを３セット。 

 ★注:応募作品には、１点ごとに必ず応募票を添付してください。  

★注: 特に例年「外部委託の有無」の箇所の空欄が多くみられます。必ず記入を。 
 

(5) 応 募 先 

〒105-0014 東京都港区芝 2-20-12 友愛会館 10Ｆ 

ＪＡＭ企画・渉外グループ 機関紙コンクール係 

Tel：０３－３４５１－２１５８ Fax：０３－３４５２－０２３９ 
お問い合わせは：jam_kikanshi@jam-union.jp 

(6) 締 め 切 り ５月７日（火）ＪＡＭ本部到着分 
 

(7) 審 査 と 発 表 

① 部門ごとに審査し、特選・入選・佳作・努力賞を選定します。 

② 入賞作品は、ＪＡＭの中央執行委員会に報告し、「機関紙ＪＡＭ」紙上で発表します。 

③ 部門別の講評と全応募作品の個別評を「月刊ＪＡＭ」に掲載します。 
 

(8) 表 彰 

① 入賞作品には、賞状と副賞を贈ります。 

② 副賞は商品券で、特選：２万円、入選：１万円、佳作：５千円、努力賞：２千円分を進 

呈いたします。 
 

(9) そ の 他 

①応募作品は、原則として返却いたしませんのでご了承願います。 

②特に作品返却を希望される方は、応募票「応募作品の返却」欄の<必要>に○ 印 
を付けてご応募下さい。  

以 上 

mailto:%E3%81%8A%E5%95%8F%E3%81%84%E5%90%88%E3%82%8F%E3%81%9B%E3%81%AF%EF%BC%9Ajam_kikanshi@jam-union.jp


※該当するものに○印、または必要事項を全て記入してください。 
 

ＪＡＭ 機関紙・誌コンクール応募票 

地 方 名 

大手労組 

業 種 

  
 
組合名 

 

 

電話番号 
 

 
応募担当者 

 スタッフ人数 
（作成に係わった 

平均人数） 

 
人 

Ｅ-mail  

発行目的  

 
発行物の名称 

 

応募部門 

（以下○印） 

①機関紙（新聞・小冊子） ②機関誌（雑誌・冊子） 

③ニュース・ビラ ④地方ＪＡＭ 
 

 
 

発行主体(組織) 

①教宣・機関紙部 ②書記局 ③青年・女性部 

④ＯＢ会・退職者会 ⑤職 場 

⑥その他 

（ ） 

 
発行間隔 

 

①日刊 ②週刊 ③旬刊 ④月刊 ⑤季刊 ⑥その他 

（ ） 

発行部数 部(枚) 組合員数 人 

 
 

配布方法 

 
①手渡し ②ポスト ③回覧 ④ネット(メール等) ⑤その他 

（ ) 

 
 

外部委託の有無 

 
 
有 無 

 
内 

容 

①企画 ②取材 ③編集 ④制作 
 

⑤印刷（編集・制作含む） ⑥印刷（印刷のみ） 

⑦その他（         ) ※該当項目に全て〇印を 

使用 DTP ソフ
 

（機関紙等の作成に主に使用してい 

るアプリケーションソフト） 
Ver 

ソフト使用上 
の問題点 

 

応募作品の返却 必要 不必要 

他の教宣物 有り 無し 

種 別（機関紙・ビラなど） 名称 発行部数 発行間隔 

① 

② 

③ 

④ 

※問題点、悩み、本部への要望などがありましたらご記入下さい。 

※応募部門や発行間隔などの記入が本部の区分けと違う場合、他部門への振り替えや訂正をすることがあります。 


